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大森体－横措き・Catche－Phrase用
大　森　借比古
（1）分　析
横措き・Catche－Phrase用の字形の在り方を，はっき
りさせるために，大森がく大森体〉の分析を試みれば，
次のとおりである。
1－漢字・平仮名・英字などを一緒に使用したとき
に，よく揃う。（TingeofthesamePattern）
2－線が通っている。（LetPassedRaw）
3－読み易い。（Legibility）
4－正統性が生きている。（Orthodoxy）
5－人眼を惹く冴えがある。（aSharpness）
（2）要　素
①図（p．38）－画形のちがいを活字明朝体に探れ
ば，全部で39，名称とともに大森が決定した。（図面中の
数字は一般化されている措き順数字であって，同数字を
以て，例字の当該画を示す。）単語の形をみせる一般法で
あることと，正統性・概念性からして英字はどの字巾の差
をもちあわせないのは漢字であるから，文字空間を同寸
の縦長四角形にする。例字の選択は，教育的に慎重を期
する。即ち，画形の重複を避け，属や努や冠などの扱い
上便にする。使用頻度の多い字形の中で数の多いのは，
一般的に恰好がとれないために往々にしてディザイソさ
れない字形にする。（ただし，画形の説明をするために，
非一般的な字形を少数止むを得ず含める。）そして，みか
け上の字巾・字高に注意しながらト黒みとRawを出し
て作図する。（漢字以外の図もこの主旨にもとずく。）
◎図（p．39）－く少数画字形は多数画字形よりもその
字巾を狭くする〉を原則とするが，これらの字形は，逆
に，広くしなければ，くみかけ字巾〉とあわせてくみかけ
字高〉を出せない群である。（この他にもあるが貢数削
減のため割愛）（①図のく〇・く之〉・く号〉・く乙〉など
とともに選字が自由ならば，省略されることの多い非常
に難しい文字ばかりをディザインする。）
④（p．39）④（参（p．40）図一一仮名も英字も，数字も，す
べて直線画だけで表わせば漢字の正統性に合う。英字に
ついては，字巾の相違を極端にするので，その狭いのか
ら広いのの順に配列する。
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④1・2図（p．41）－字間巾・字巾それぞれに，同寸
を与えると，例え，大森体を使用しても，①2にみると
おり，読切りを遅くする。（活字ゴシック体・近似ゴシッ
ク体一多くの学生や多くの看板やの措く字形ならば，そ
れこそ更に問題にならない。）即ち，説明する迄もなく，
次のようである。
みかけ 字巾 凾ﾝ‾か　け　字　間　巾 凾ﾝ．かけ 字高 
大 傅ﾂ?L 仆r????
キこ 瓶?Yの両　側 ?ﾔx?,h*ﾕ(?,ﾈｭB??兩ｲ?
り 乖s?rく．Ⅰ〉の両側 ?ﾓ?(,h*ﾕ8?,ﾈｭB?+r?
く 兩ｸ??｢?"?r??'?i…；；；冨芸 く遅〉の両側 くす〉とくる〉の間 ?ﾕ8?,h*ﾕ8?,ﾈｭB?
これだけのPhraseの中に，上表のとおり，限■にとま
る簡所が使用文字数の3倍以上もある。眼にとまる箇
所，即ち，日だつ部分が多いほど，読切りを遅くするの
である。
Pbraseの長さを，字形の正味巾で分割すれば，みかけ
上の同寸が求められる。そのためには，く個々の字巾〉・
く個々のもつ独特の形〉，く字間巾〉を知らなければなら
ない。
①～①に措いてある字形（p．38～p．40）に倣って括いた
のが◎→1である。読切りを⑥－2より早くする。
字巾の差を⑦図のように，大にすれば，黒みの平均が
求め易く，逆に，その差を少なくすれば，又は同寸にす
れば，⑥－2のようにGrossになり勝ちである。従って，
次の注意は小数のディザイナ一に参考になろう。
くPhraseに使用される各字形の公約数に照らし合わせ
て，そのPhraseの長さを字巾・字間巾で定比分割する
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か，等分割するかを決める〉がはじめの仕事である。次
は，く画の巾を，⑦国のように扱う〉。
このようにすれば，必ず，平均された黒み白みは思い
のままであって，①一1のように読切りを早くする結果
を得ることができるのである。
さて黒みを強くすると，ExtraWeight。白みを強くす
ると，ShortWeight。いずれを選ぶかは，目的によって
選択すればよいのであるが，前者のときは，①図に示し
たく画の位置〉とく画間〉を，逆にする。（最上部を広
く，最下部を狭く………。）そして，画巾をもっと広くす
る。後者のときは①図が大袈抄に描いてあるので，その
ままでまにあうが，く画巾〉を細くする。
aPllraSeの中で，或る文字には黒みを，又別の文字に
は白みを与えると読切りを遅くする。字巾や字間巾を，
それぞれ同寸にすると既述のとおり，これも遅くするの
である。
日本人使用の文字は漢字・平仮名・片仮名そして英
もその種類も，単語も多いので，いくつもの正統性が
雑居している。従って，foreye－CatCherllSeとしては，
すべての文字を，①～④園のとおり，直線画ばかりで措
かなければ，調和　　　第一，バラソスがとれないばか
りでなく，目的を果すことはできないのである。
曲線画（漠字の左釣－亡の3画－及び払い，そし
て，平仮名の殆んど全部，片仮名及び英字の一部など）
をmeremechanicallooksにディザイソする人たちは非
常に多いが，これは誤まりであり，実に大きな問題であ
る。
にもかかわらず，一般には，放置されているのほ何故
だろうか。一つにした，大森の功績は大きいと，大森は
信ずる。
⑦囲（p・41）－黒み（漢字・平仮名・英字などの全文
字を一貫した）を揃える方法の囲（黒みとは，画の綜合
面横が訴える感じ。白みの対語であって，白みとは，画
間空間の綜合両横が訴える感じをいう。）
A・E・Iは少数画用の文字空間，D・H・Lは多数
画用の文字空間（文字空間はa b cdの縦長四角形・本
図は超多数画を考えない。）黒い帯状の直線を字画とす
る。
画間空間－最上部と最左部を狭く，最下部と最右部
を広くする－Ⅰ。画巾－少数画文字へは太く，多数
画文字へは細く与える。－Ⅰ。字巾－少数画文字の
文字空間を狭く，多数画文字の文字空間を広くする－
Ⅲ。字高－文字空間の辺上に，画の全部が一致する場
合は内に入れ，画の末端が只一つの場合は外に出す－
Ⅳ，
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ⅠとⅠとⅢとⅣで，r黒みが揃う。（大多数の文字に当
てはまるが）一部の文字には当てはまらない。）
◎囲（p・41）・．一・．一正味巾を示すの国
字巾と字間巾の二つがある。（正味巾をNetwidthと
称しよい巾を宿し，よくない巾をGrosswidth－風袋
付きの巾という。）
すべての字形が近似四角形ならば，殆んど同寸の巾で
事足りるから容易だが，そうはゆかない。く下〉・く心〉・
く日〉・く今〉・く母〉・くい〉・くり〉などはく日〉以外図示の
とおり，非常に特別の而もそれぞれちがう独特の形をも
っている。従って，字巾寸法をちがえないとみかけ上の
同寸が得られない。（く日〉も多数文字に比べれば，その
巾が狭い。）
くこのようなPhraseの場合を予想すると，字間巾と字
巾はこのようである。〉ということを分り易くする意図の
もとに用意されたNetwidthの図である。
1－字巾を画数の多寡に慮える縦長四角形の文字空
間として，横画と斜画を太く，縦画を細く扱う。（横画
を太くすると黒みが勝ち過ぎたり，白味がなくなってし
まうほどの超多数画文字も中にはある。この場合は，道
に羅画を太くして黒衣を整える。－このようにしなけ
ればならない文字の数は極端に少ないので図を省略す
る。）
2－斜画の両端のきり方は，次に述べるイロハの≡
件に因る。水平に近い場合は垂直に，垂直に近い場合は
水平にきる－ィ。
少数画文字を大寸に措くときは正統性を重んじてきる
－ロ。（イの場合，正統性を重んじないということで
はなく，正統性には装飾が多いので複雑になり易いから
……という理由などにもとずく）Rowを出すために隣接
文字の画との連結を計る－ハ。
3－文字空間をいっぱいに活用して，①図のように
措いて格字形をディザイソする。（寸法上の左右与は右
寄。に，上下与は下寄。に錯覚される）。
4－前述したとおり，字高を低くみせるから文字空
間の辺上に画が只一本の場合は⑦図のA・E・Ⅰのよう
に，外に出す。
二本の場合も出すことが多い。（1・Ⅰの場合の字巾
は画巾と全く同じである）。
字巾字高が増えるるので，文字空間の一辺上に，一画
が全部一致する場合の多くは内に入れる。
5－－切，曲線の画を使用しない。
（3）付　録
荷にある広告文字も，時には，国鉄の駅名も，学生の
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措くボスタ～のeye－Catcher用文字も，伝達文字として
の域を脱しない。く白みに対するVision〉－く二次元空
間の重要性〉一一く画のUniformity〉一一く正統性〉一一く概
念性〉などについて，大概の人たちは全く無智である。
プロレス（Proletariainwrestling）に於けるeye・CatCChcr
文字の画を次のように扱うことは稀であろうが，く両端を
丸く〉・く細く〉・く曲線に〉というような扱い。このよう
な事実が，実は，おびただしく多いのである。
（検討期間）
32ケ月位
（参考奮）
ひらがな上・②－佐藤敏之助
〝　　（参－　　〝
日本字ディザイソ改定版－　〝
Letteringartinmodernuse－RaymondA・Ballinger
ディザイソ感覚一一大智浩
書道基礎講座2楷書篇：5基蕃・隷書篇－榊美山
ディザイソの基礎－故山口正城・塚田敢
日中常用字典－原田稔
謄写ハンドブック－若山八十
（特別な協力者）
岡沢正義（庶務課長）・米山信子（大森体研究室helper）
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